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　トラヤヌスのスコラ（IV v.15）は、オスティアの組合のスコラ（本部、クラブハウス）の中でももっとも
壮大なもののひとつである（Fig. 1）。この名前は、遺構で発掘されたトラヤヌス帝の立像（Fig. 2）
に由来する。このスコラは、一般に船大工（fabri navales）の組合の本部であったと考えられている
が、その理由は、街路を挟んで船大工の神殿に向かい合って立っているということにある（ Fig. 
3）1
。この小論の目的は、この推論を検証し、このスコラを持っていたと思われる組合についての仮

説を提起することである。
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　トラヤヌスのスコラは、オスティアのメインストリートであるデクマヌス・マクシムスに沿った南側にあり、

広大な面積（約 2,3002
）を占めている。それは、街路に面した 3つのタベルナ（店舗）を含む建物

（Ａ）、長い泉水プールを持った大きな柱廊中庭、そして柱廊中庭のうしろの建物（Ｂ　Fig. 4）から
なる。建物Ａと柱廊中庭は、3世紀の初めに、共和政時代に建てられた数戸の家屋の跡に建設さ
れた

2
。もともとは、柱廊中庭は敷地の南端にまで広がっていた。のちに建物Ｂが、柱廊と泉水プー

ルを切りつめて建設された（Fig. 5）。この建設の正確な年代については、研究者たちの見解は一
致をみるに至っていないが、ほとんどのものは、3世紀のある時期を想定している 3

。これらの主要

な建築計画と並んで、これらの建物はしばしば改装された。このスコラの見事さと拡大の歴史は、こ

れを建て所有した組合の継続的な繁栄と発展を物語っている。

　船大工の組合の神殿（tempio del fabri navales）は、コンモドゥスの統治期（2世紀末）に、フロ
ニカ（縮絨工の仕事場）の跡に建設された

4
。それは、ウェスティブルム（玄関）、2つのタベルナ、

柱廊中庭、ポディウム（基壇）上の神殿、そして神殿の背後の、両側に柱廊のある中庭からなり、約

17m×60m の敷地を占めている（Fig. 6）。私的な祭祀のための神殿としては、かなりの規模を
持っている。

　もしトラヤヌスのスコラが船大工たちに属していたとすれば、彼らは 2世紀末に土地を取得して神
殿を建て、それから 2～30年のちにさらに広大な土地を取得してスコラを建て、さらにおそらく半世
紀たたないうちにスコラに建物Ｂを増設し、この間に継続的に彼らの施設を改装していた、というこ

とになる。このクロノロジーは、オスティアの船大工の組合の歴史と一致するのだろうか。
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　オスティアの領域では、2つの船大工の組合が知られている。オスティアのものと、ポルトゥスのも
のである。オスティアの港はティベリス川の河口にあったが、積み荷を積んだ大きな海航船が停泊

できるだけの大きさも深さもなかった。そこでクラウディウス帝は、約 3km北に新しい港（Porto di 
Claudio, Portus Augusti）を建設し、トラヤヌス帝はもう一つの港（Porto di Traiano, Portus 
Traiani）を付け加えた。新しいこれらの港の周囲にはポルトゥスとよばれる新しい町が発展したが、

この町は行政的にはオスティアに属していた（Fig. 7）。おそらくポルトゥスの船大工たちは、ある時
期（2世紀の前半？）に新しい組合を設立した。我々は 2つの船大工の団体の名簿を持っている。

ポルトゥスで発見された CIL xiv.169 と、オスティアの船大工の神殿の前で発見された Bloch 
1953, no.4である。いずれの名簿にも破損があるので組合の完全な名前を知ることはできないが、

前者はポルトゥスの組合のものであり、後者はオスティアの組合のものと思われる
5
。以後、前者を

alb. Port.、後者を alb. Ost.とよぶことにする。alb. Port.は紀元 200年ころのものと思われ 6
、alb. 

Ost.はおそらく 3世紀初めに彫られた
7
。そこで、2つの名簿はせいぜい 1世代の間隔で作成され

たと思われる。この間隔は、社会的構成の見地からこれらを比較する妨げにはならないだろう。

　alb. Port の中には、帝室の nomen（氏族名）を持った多くのメンバーがいる。彼らは全体の

29.6%をなす（353中 99）。これは、オスティアの組合の中では突出した比率である
8
。これらのメ

ンバーの大部分は、皇帝の被解放者かその子孫であり、国家の造船所で現場監督か労働者とし

て働くか、あるいは下請け仕事をしていたと思われる。そこで、 alb. Port.と alb. Ost.中の帝室の

nomenを持つメンバーを年代に従って比較してみよう（表）。ポルトゥスの組合では帝室の nomina
は継起的に現れているのに対して、オスティアの組合ではそれらは Iuliiの後はほとんと完全に消

えている。このことは、クラウディウスの港が建造されたとき、国家の造船所がポルトゥスに移された

ことを示していると考えられる。私的な造船所の一部も、同様に移されたであろう。こうして、多くの

船大工はオスティアを離れ、ポルトゥスに住み着いたと思われる。だとすれば、オスティアの船大工

の組合は、ポルトゥスの組

表　帝室の nominaを持つメンバーの数

alb. Ost. alb. Port.
Iulii 8 24

Claudii - 8
Flavii - 18

Cocceii - 2
Ulpii - 11
Aelii - 24

Aurelii 1 11
Septimius - 1
合の設立後は、停滞していたか衰退していた。alb. Port.中に 353の名前が数えられるのに対して、

alb. Ostには 94の名前しか読み取れない
9
。これは、このような停滞あるいは衰退を反映している
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のではないだろうか。

　我々が再構成したオスティアの船大工の組合の歴史は、上記の考古学的なクロノロジーとは一致

しない。この組合には、彼らの施設の継起的な拡大の必要もなければ、そのための資金もなかった。

彼らがスコラを持っていなかったとしても、その代わりに神殿の背後の柱廊付きの中庭を、集会や

宴会のために使うことができただろう。それはこの目的のために計画されたのかもしれない。

　おそらくはトラヤヌスのスコラを建てた組合によって奉献されたトラヤヌスの立像は、状況的な証拠

を提供する。新しい港の建設者であるトラヤヌスは、オスティアの船大工にとっての恩恵者ではな

かった。ポルトゥスの組合は、彼の統治のもとで設立され公認されたのかもしれない。オスティアの

組合がこの皇帝に立像を奉献したというのは、ありそうにないことである。

3

　それでは、どの組合がトラヤヌスのスコラの所有者だったのだろうか。

　ヘルマンセンとボルマンとアスコーは、船主（navicularii）の組合を示唆する
10
。もっとも重要な証

拠は、スコラで発見された碑文の断片（Bloch 1953, no.32）である。ブロクはそれを、言葉がほと

んど同一である一碑文（CIL xiv.3603）に依拠して、次のように補完する
11
。

[/. Pacceio L. f. ] / Q PR[o pr.] / NAVICVLARIEI・O[stienses]/ QUOD・IS・
PRIMVS・SIM[ulacrum - - -] / STATVARIVM・PRO - - - - - - - -

　この碑文は、船主たちによって quaestor pro praetore のペッカイウスに、彼が立像を約束した

（？）故に捧げられた。碑文の年代は、-iei という語尾から見て、アウグストゥス時代であり
12
、トラヤ

ヌスのスコラの建設よりはるかに前である。しかしこの間隔は、必ずしもこのスコラと船主たちとの関

係を否定するものではない。碑文は、彼らがスコラを建てたときに、上にあった像とともに彼らによっ

て持ち込まれたのかもしれない
13
。

　ほかの証拠は、このスコラが属していた組合を明確に指示するものではない。スコラで発見された

碑文（Bloch 1953, no.33）は、予定コンスル（consul designatus）で都市の保護者の L・ウォルシ

ウス・マエキアヌスに、L・ウォルシウス・マル・・・によって、紀元 160年ころに捧げられたものである
14
。ウォルシウス・マエキアヌスの官職経歴（ cursus honorum）の中には、食糧供給長官

（praefectus annonae）の職、すなわち首都に食糧を供給する責任を負った職が見出される。船

主たちは属州からの食糧の輸送に従事していたので、彼らのこの人物との結びつきを想定すること

は可能である。しかし、彼らが奉献者とどのような関係を持っていたのか、またなぜ碑文がこのスコ

ラに持ち込まれたのかは不明である。

　建物Ｂにあるフォルトゥナ（運命の女神）の立像も、特定の組合と関連付けることはできない。この

女神と組合との結びつきは、帝国の様々な都市から多くの事例が報告されている。それらの組合

は、肉屋（ lanii）、倉庫の主人または番人（horrearii）、鍛冶屋（ferrarii）、建築業者（fabri 
tignuarii）等々といったさまざまなグループからなっていたが、船大工も船主もこれらのグループの

中には現れない。

　建物Ｂのトリクリニウム（宴会室）の床面モザイクはどうだろうか。それは野獣、鳥、ぶどうの束をも

つ翼のあるゲニウスたちあるいはアモルたち
15
、ウサギ、おそらくはパンの入った籠をあらわしてい
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る（Fig. 8）。野獣と鳥（ライオン、豹、七面鳥）はアフリカやアジアを思い起こさせる。しかし我々に

は、このモザイクの意匠は船大工よりは船主にふさわしい、ということくらいしか言えない。

　オスティアの船主の組合については、いくらかの情報がある。川船、渡し船、はしけの所有者たち

は、いくつかの組合を組織していた
16
。海上輸送に携わる船主たちについては、アドリア海の船主

の組合（corpus naviculariorum Hadriatici）があったことが知られている 17
。この組合の船主た

ちはアドリア海を周航し、さまざまな物資、とくにイストリアと北アドリア海の諸地域からのぶどう酒を

輸入していたと思われる。しかしこの組合の基地は、オスティアではなくアドリア海沿岸、多分アクィ

レイアにあっただろう
18
。アウグストゥス時代には、「オスティアの船主たちNaviculariei Ostienses

が上述の碑文に現れる。彼らが公認された組合を持っていたかどうかは不明であるが、彼らは立像

を奉献するに当たって団体として行動した。2世紀末には、ある碑文が船主の組合について語っ

ている（corpus naviculariorum）19
。それが navicularieiのそれと同じグループであったのかどう

か、またそれがアドリア海の船主の組合とどのような関係を持っていたのかはわからない。しかし、

海上輸送に従事する多くのオスティアの船主からなる組合があったということはありうる。もしそうだ

とすれば、それは建築業者（fabri tignarii）の組合とならんで、オスティアでももっとも重要な、威信

のある組合の一つだったに違いない。それにもかかわらず、彼らの施設は、組合の広場（Piazzale 
delle corporazioni）にある 2つの事務所（stationes）を除いては、全く確認されていないのである
20
。トラヤヌスのスコラは、このような重要な組合の本部にふさわしいと思われる。

　トラヤヌスの立像も、船主にふさわしい。彼の新しい港の建設は、彼らにとって大きな便宜であり、

彼らがその活動を発展させるのを可能にしたに違いない。彼らは、大きな感謝の念を持って、立像

を奉献したであろう。

　総括すると、トラヤヌスのスコラは船主たちの本部であったと考えるのが、現在のところ最も適切で

ある。
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Fig.1  トラヤヌスのスコラの入り口

Fig. 2  トラヤヌスの立像 (コピー。オリジナルはオスティア博物館)

Fig.3  オスティアの地図 Calza et al. 1953, fig. 36.
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Fig.4  トラヤヌスのスコラの平面図 Calza et al.1953, piante 7, 12; Bollmann 1998, Abb.13
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Fig.5  列柱中庭の泉水プールと建物B （後方）

Fig.6  船大工の神殿の平面図 Bollmann 1998, Abb.21 
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Fig.7  オスティアとポルトゥス Der Neue Pauly, Altertum 9, Stuttgart/Weimar 2000, 192, 
Abb.
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Fig.8  建物Bのトリクリニウムの床面モザイク
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